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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第１四半期
連結累計期間

第25期
第１四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (千円) 1,372,894 1,363,132 5,746,946

経常利益 (千円) 227,791 49,231 1,078,252

親会社株主に帰属する四半期(当期)

純利益
(千円) 153,027 37,938 677,177

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 152,557 45,790 702,145

純資産額 (千円) 2,109,762 2,629,138 2,789,662

総資産額 (千円) 7,718,465 7,800,369 8,211,599

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 30.43 7.54 134.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益金額
(円) 27.10 6.87 121.93

自己資本比率 (％) 27.3 32.3 32.6

（注）　当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社Ｅストアー(E05218)

四半期報告書

 2/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものです。

 

(1)　財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間（４～６月）は、売上高1,363百万円（前年同期比0.7％減）、営業利益106百万円（前

年同期比57.4％減）となりました。

 

　旺盛なＥＣ消費及び企業のＤＸ投資は、今期も継続して拡大しており、これらを背景に当社グループの販売状況は

堅調に推移しておりますが、以下の理由で減益となりました。

　当第１四半期は、一部の大型ＥＣ向けシステム構築のプロジェクトにおいて、想定以上に開発費用が増加するケー

スが発生いたしました。また、サブスク型ＥＣシステムについて新規機能の開発を積極的に進めました。これらの結

果、売上総利益が前年同期に比べ87百万円減少いたしました。

　また、中長期の需要増に応えるべく、開発や人材獲得のための先行投資やＭ＆Ａ候補企業に対する調査費用によっ

て販管費は前年同期に比べ55百万円増加いたしました。

 

　（参考）主な収益モデル別の売上高

   （単位：百万円、％）

 前４～６月期 当４～６月期 増減率

ＥＣシステム 1,010 1,028 1.7％

決済サービス 210 208 △0.9％

マーケティングサービス 151 126 △16.6％

合計 1,372 1,363 △0.7％

 

(2)　財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、7,800百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末における財政状態は次のとおりです。

 

(資産)

　当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末比で411百万円減少し、7,800百万円となり

ました。主な要因は、前年度に係る未払法人税等や配当金の支払及び借入金の返済によって、現金及び預金が333百

万円減少したことによるものです。

 

(負債)

　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末比で250百万円減少し、5,171百万円となり

ました。主な要因は、未払法人税等223百万円、長期借入金48百万円が減少したことによるものです。

 

(純資産)

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末比で160百万円減少し、2,629百万円とな

りました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益として37百万円を計上した一方、配当金の支払により

201百万円減少したことによるものです。また、自己資本比率は32.3％(前連結会計年度末比 0.3ポイント減)となり

ました。

 

(3)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

(4)　研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

（子会社株式の譲渡契約）

　当社は、当社の連結子会社である株式会社クロストラストの全株式をクロスモバイル株式会社に譲渡する株式譲

渡契約を2022年４月28日に締結し、2022年５月31日付で株式を譲渡いたしました。詳細は、第４ 経理の状況 １

四半期連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）に記載のとおりです。

 

（株式取得（子会社化）に係る株式譲渡契約）

　当社は、2022年８月10日開催の取締役会において、株式会社志風音の株式を取得する株式譲渡契約の締結を決議

し、同日付で締結いたしました。詳細は、第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事

象）に記載のとおりです。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 41,308,800

計 41,308,800

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)

(2022年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2022年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,636,636 5,636,636
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 5,636,636 5,636,636 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

2022年４月１日～

2022年６月30日
- 5,636,636 - 768,128 - 244,800

 

(5) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日(2022年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式）

－ －
普通株式 607,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,026,500 50,265 －

単元未満株式 普通株式 2,336 － －

発行済株式総数  5,636,636 － －

総株主の議決権  － 50,265 －

 

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有株
式数(株)

所有株式数の合
計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社Ｅストアー

東京都港区虎ノ門

１－３－１
607,800 - 607,800 10.78

計 － 607,800 - 607,800 10.78

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2022年４月１日から2022年６

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,450,475 4,116,826

売掛金及び契約資産 1,164,475 1,164,793

仕掛品 354 1,448

貯蔵品 735 1,013

暗号資産 114,785 50,710

未収還付法人税等 22,351 50,803

その他 112,668 89,985

貸倒引当金 △506 △506

流動資産合計 5,865,339 5,475,074

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 74,690 68,489

その他（純額） 190,158 185,894

有形固定資産合計 264,848 254,384

無形固定資産   

のれん 366,167 351,160

顧客関連資産 445,600 431,675

その他 163,156 169,789

無形固定資産合計 974,924 952,624

投資その他の資産   

投資有価証券 453,526 476,289

関係会社株式 338,189 326,642

敷金保証金 264,926 264,926

その他 51,683 52,264

貸倒引当金 △1,837 △1,837

投資その他の資産合計 1,106,487 1,118,286

固定資産合計 2,346,260 2,325,295

資産合計 8,211,599 7,800,369
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 492,525 521,324

短期借入金 310,000 300,000

１年内返済予定の長期借入金 238,332 238,332

未払金 84,899 90,504

未払法人税等 228,964 5,522

預り金 2,209,502 2,266,691

賞与引当金 － 25,179

その他 294,146 196,007

流動負債合計 3,858,370 3,643,562

固定負債   

新株予約権付社債 510,000 510,000

長期借入金 843,826 794,957

資産除去債務 85,575 85,627

その他 124,164 137,084

固定負債合計 1,563,566 1,527,668

負債合計 5,421,936 5,171,230

純資産の部   

株主資本   

資本金 768,128 768,128

資本剰余金 257,883 257,883

利益剰余金 2,430,138 2,261,761

自己株式 △790,628 △790,628

株主資本合計 2,665,522 2,497,145

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 13,230 19,877

その他の包括利益累計額合計 13,230 19,877

非支配株主持分 110,910 112,115

純資産合計 2,789,662 2,629,138

負債純資産合計 8,211,599 7,800,369
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 1,372,894 1,363,132

売上原価 681,708 759,739

売上総利益 691,186 603,392

販売費及び一般管理費 441,162 496,986

営業利益 250,024 106,406

営業外収益   

受取利息 0 2,467

受取配当金 － 71

持分法による投資利益 28,013 －

為替差益 － 13,744

その他 624 1,493

営業外収益合計 28,637 17,776

営業外費用   

支払利息 2,287 2,339

持分法による投資損失 － 8,537

暗号資産評価損 46,065 64,075

為替差損 59 －

その他 2,458 0

営業外費用合計 50,870 74,952

経常利益 227,791 49,231

特別損失   

関係会社株式売却損 － 1,249

特別損失合計 － 1,249

税金等調整前四半期純利益 227,791 47,981

法人税、住民税及び事業税 62,082 △2,253

法人税等調整額 12,681 12,003

法人税等合計 74,764 9,749

四半期純利益 153,027 38,231

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 293

親会社株主に帰属する四半期純利益 153,027 37,938
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 153,027 38,231

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △469 7,558

その他の包括利益合計 △469 7,558

四半期包括利益 152,557 45,790

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 152,557 44,585

非支配株主に係る四半期包括利益 － 1,205
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当社は、当社の連結子会社である株式会社クロストラストの全株式をクロスモバイル株式会社に譲渡する株式譲

渡契約を2022年４月28日に締結し、2022年５月31日付で株式を譲渡いたしました。これにより、当連結会計年度の

期首より連結の範囲から除外しております。

 

（会計方針の変更）

　（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書「第５　経理の状況」の「注記事項（追加情報）（新型コロナウィルスの感染

症の感染拡大による影響）」に記載した、新型コロナウィルスの感染症の感染拡大に関する会計上の見積りの仮定

について重要な変更はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりです。

  
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

 減価償却費 46,554千円 30,472千円

 のれんの償却額 17,007 〃 15,007 〃

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月26日

取締役会決議
普通株式 160,360 32 2021年３月31日 2021年６月25日

利益

剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2021年５月18日付で、第１回無担保転換社債型新株予約権付社債の一部が権利行使され、新株発行を

行いました。この結果、当第１四半期連結累計期間において、資本金が122,400千円、資本準備金が122,400千円

増加し、当第１四半期連結会計期間末において、資本金は768,128千円、資本剰余金は244,800千円となっており

ます。

　また、当社は、2021年５月18日付開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適

用される同法第156条第１項の規定に基づき、自己株式240,000株の取得を行いました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間において自己株式491,760千円が増加し、当第１四半期連結会計期間末

において自己株式が816,573千円になっております。
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当第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月25日

取締役会決議
普通株式 201,153 40 2022年３月31日 2022年６月30日

利益

剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（企業結合等関係）

　子会社株式の譲渡

　当社は、当社の連結子会社である株式会社クロストラストの全株式をクロスモバイル株式会社に譲渡する株式譲

渡契約を2022年４月28日に締結し、2022年５月31日付で株式を譲渡いたしました。

 

１．株式譲渡の概要

(1)　株式譲渡の相手先の名称

　クロスモバイル株式会社

(2)　譲渡した子会社の名称及び事業の内容

　子会社の名称　株式会社クロストラスト

　事業の内容　　SSL証明書発行事業

(3)　株式譲渡を行った主な理由

　当社は、2018年８月に子会社として株式会社クロストラストを設立し、SSL事業に参入いたしましたが、今後

の事業の方向性を勘案した結果、SSL事業から撤退し、本株式の譲渡を行うことが最善の結論と至りました。

(4)　株式の譲渡日

　2022年５月31日（みなし譲渡日　2022年４月１日）

(5)　法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

　受取対価を現金とする株式譲渡

 

２．実施した会計処理の概要

(1)　譲渡損益の金額

　関係会社株式売却損　1,249千円

(2)　譲渡した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 22,795千円

固定資産 -千円

資産合計 22,795千円

流動負債 16,384千円

固定負債 -千円

負債合計 16,384千円

(3)　会計処理

　当該譲渡株式の連結上の帳簿価額と売却価額の差額を「関係会社株式売却損」として特別損失に計上しており

ます。

 

３．譲渡した事業が含まれていた報告セグメント

　当社グループは「ＥＣ事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

４．当連結会計年度の連結損益計算書に計上されている譲渡した子会社に係る損益の概算額

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

  （単位：千円）

財又はサービスの種類

前第１四半期連結累計期間

自　2021年４月１日

至　2021年６月30日

当第１四半期連結累計期間

自　2022年４月１日

至　2022年６月30日

　ＥＣシステム 1,010,617 1,028,018

　決済サービス 210,358 208,427

　マーケティングサービス 151,919 126,686

外部顧客への売上高 1,372,894 1,363,132

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりです。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 30円43銭 ７円54銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 153,027 37,938

普通株主に帰属しない金額   

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額(千円)
153,027 37,938

普通株式の期中平均株式数(株) 5,028,565 5,028,834

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 27円10銭 ６円87銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額 － －

普通株式増加数(株) 617,814 495,062

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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（重要な後発事象）

　取得による企業結合

　当社は、2022年８月10日開催の取締役会において、株式会社志風音の株式を取得する株式譲渡契約の締結を決議

し、同日付で締結いたしました。

 

１．企業結合の概要

　(1)　被取得企業の名称及びその事業の内容

　　　被取得企業の名称　　　　　　株式会社志風音

　　　事業の内容　　　　　　　　　アパレル事業

(2)　企業結合を行った主な理由

　株式会社志風音は、ファッション・スキー／スノーボード・スポーツ・ランドセル事業（企画・生産・OEM/

ODM・PR及び、その輸入・輸出・卸販売・小売）の商品・企画等を手掛けております。当社グループが中期経営

計画として掲げるハンズオンインキュベーション事業の一環として株式の取得に至りました。

(3)　企業結合日　　　　　　　　　　2022年８月31日（株式取得予定日）

　(4)　企業結合の法的形式　　　　　　現金を対価とする株式取得

　(5)　結合後企業の名称　　　　　　　結合後の企業名に変更等はありません。

　(6)　取得する議決権比率　　　　　　50.17％

 

２．取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

(1)　取得株式数　　　　　　　　301株

(2)　取得価額　　　　　1,672,055千円

(3)　取得後持分比率　　　　　50.17％

 

３．発生したのれんの金額、発生金額、償却方法及び償却期間

　現時点では確定しておりません。

 

４．効力発生日に受け入れる資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　現時点では確定しておりません。

 

５．被取得企業の事業規模

総資産額　　　　2,450,583千円（2022年３月31日現在）

売上高　　　　　4,701,322千円（2022年３月期）

　※被取得企業は監査法人による監査証明を受けておりません。

 

６．支払資金の調達方法及び支払方法

　銀行借入（予定）

 

 

２【その他】

（剰余金の配当）

　2022年５月25日開催の取締役会において、2022年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次

のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

１．配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　201,153千円

２．１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 40円00銭

３．支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　 2022年６月30日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年８月10日

株式会社　Ｅ　ス　ト　ア　ー

　　取　　締　　役　　会　　御中

 

　　　有限責任監査法人トーマツ

　　　　　　京　都　事　務　所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 　下　井　田　晶　代

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 　杉　原　伸　太　朗

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｅスト

アーの2022年4月1日から2022年6月30日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2022年4月1日から2022年6月30日

まで）及び第1四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｅストアー及び連結子会社の2022年6月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥
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当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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